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(Global Positioning System)が，そして空間データベースの構築とその可視化にはGIS(Geographical 
Information Systems)が活用できる環境が整いつつある. とりわけ近年における GPSの技術革新は
急速である.受信機の小型化が進み，持ち運びに便利なハンデイ型受信機が普及してきている.さ
らに低価格化と精度の向上が飛躍的に進んでいる. GPSを}有いて位置情報を得るには，地球を周ID











































とし， 2003年1H 21 ~ 23 !ヨ，東京都i止田谷区および、大田区の住宅地域にてデータ収集を実施した，1)
1 -1 ハンディ ~WGPS受信機の利用
GPS受信機の性能と価格には大きな113がある，本実!投ではアンテナ，演算・記憶[ITl路，電源，そ
して液品表示frl)を小型にまとめたハンディ型GPSの一つである， Garmin社製Geko20lをj存いた.;j2






































「東京西南部jを読み込ませておく 8) そうすれば，受信機と PCをケーブルで接続し，カシミール





























被験者B~G の往復経路を地図に表示し(第 2 @)，また，往路における選択経路の重複のようす
を以i化した(第3Izl). 一方，各被験者の歩行li~l~mt 1寺l五J，平均速度を往路・復路それぞれについて
し， さらに往路の{砲に対す一る復路の値の比を した(第2表).第 3@からは，一部では 3人
ないし 4人以上が同じ道路を歩いたものの，多くの場所では選択経路が重複しなかったことがわか
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被験者 H.Ji)).lH: (kl11) b'EilJmJ:ヒ 1寺問 (h:l11:s) 1寺/l¥JJ:ヒ 平均速度 (kl11/h) 述!支Jヒ





1.11 1. 14 







復路 3.003 0: 53:43 3.35 
1.17 
1+路 3.421 。:48:59 4.19 
D 
復h'行 3.214 
0.94 。:42・10 0.86 1. 09 4.57 
ti主将 2.676 0:31 :20 5.15 
E 
復b'告
1.13 1.11 1. 02 
3.033 0:34:38 5.25 
モij'各 3.301 。:37:51 5.23 
復路




tH持 3.788 1: 05: 14 3.49 
G 1.42 1.34 1. 07 










たと考えられる.被!験者E によれば形態の単純な道路を選択したという.これは /~I 分にとって利 nJ
しやすいメンタルマ yプを事前に形成できた結果であろう.往路ではIU'がり角や交差点付近に位置



































道 2μ46 号t紺級JJ泉~Uι幻以~孔)，、外の道路は 111日員が狭し、ものが多い.本実験ではこの域内でコンビニエンスストア(.L)、|ご




























索を試みた.そのま古来，被験者Bと同じ 11のcvsを発見した. しかし総移動距Pifi:は非常に長く， li'I~ 






!駅引訳tし， I出五説i一十iト上一了ゴ大学， さらに小!万三l、総梅ヶ丘駅の付近を探索した. つまりあらかじめ指定した対象地域
の範i却を外れたが結果としては発見数 探索効率ともに高い水準であった.
被験者Gは何人かの他の被験者と同様，初めは住宅地を東西に延びる弦巻通りを探宗していたが，




被験主; 歩行目指!t(kl1) 移動II;):II¥J(h:m:s) 平均速度 (kl11/]1) 発見);lf('11数();if) i~:宗効平 (kl11/);'I"f)
A 8.312 2:07:57 3.898 6 1.385 
B 7.778 2:01 :04 3.855 1 0.707 
C 5.561 2:26:25 2.280 5.564 
D 9.012 2:03:11 4.390 1 0.819 
E 6.992 1 :33: 54 4.468 5 1.398 
5.557 1: 56:43 2.857 9 0.617 




















での失1見を通じた判断により仮説を修正しながら CVSを探索しようとする傾向が読みとれる 10) こ
うした行動の討dミとしての移動はGPSを用いるとほぼ正Muに再現されるため 定量的検討が可能で
あり，判断や休患、のために立ち止まったことや， J訪問の状況を観察するために細かく移動したこと























の基本 I~内な情報，および指定した方角からの差，およびそれと距離との比(第 4 表)を検討する.















第4表 方向認知i完岐における各被w主主(ゐの)j.qJ:~.lillilf: . II~dr\J .速度および日児玉1;:
被験者と発 I.~)~ . 歩行lJ'liji: 移動1手I¥J 工Ii.j力j主)支 設定)jfijとflj主j也 1忘れ:lJ'lil~íí: に対する fíj
i没7と)j戸j (km) (h:m:s) (km/h) ，1.'Tのi[jJ支:i}(0 ) !支jEのjヒ(0/ km) 
A (LLlI長l湖南J'点) 1.729 。:19:57 5.200 2.313 
A (ILlI五tlil!Mイ1) 北京) 1.767 。:28:33 3.713 6 3.3% 
A (I~IIII が l王 jヒ京) 1.1{72 。:20:41 4.270 2.717 
13 (UII主liJMイli'I有京) 0.841 。:18:50 2.679 3 3.567 
13 (UII主U:)i;J:1li. P_Li) 1.041 。:29:54 2.089 つ 1. 921 
13 (I~lllj が丘 IYiII¥.I) 0.809 。:21:06 2.300 10 12.361 
C (I.UI重I~U";J;{IÎ . ~U 1.353 。:33:44 2.407 39 28.825 
D (1.1蚕IHm:{ji. Il¥.i) 1. 143 。:18:08 3. 782 10 8.749 
D (LLlI主Iil!/;]:{ri. :1ヒ京) 1.039 。:20:55 2.980 14 13.474 
D ((IIIJがi王・ :1とIJ_Li) 0.869 。:15:09 3.442 8 9.206 
(GPSデータからfl:J&l


















この課題は， 被験者が地 I~l を見ずに歩行し， 一A定i距q恒!巨:J.I自離h討雑i在Iを歩いたと白身カがf汗1詑認2立、次釘矢知l日i付すす-るごご、とにそのj地由j
を GPS 受イ信言機にウエイポイントとして記1;録:忍主するというものでで、ある I~ÍJ の課題と起点(は同じであり対
象地j或もほぼ同校である.
2 )距離認知とそれに影響する要因
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Usefulness of GPS and GIS in Behavioral Geography: 
a case of field survey 
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47 
This study illustrates how useful employing GPS and GIS for surveying human spatial behavior 
is. The authors conducted an experimental survey in a residential area in Setagaya Ward， 
southwestern part of Tokyo Metropolitan area. Detailed location and temporal data of testees' walk 
routes in four experimental themes were obtained with hand-held GPS receivers. The data were 
mapped with a simple GIS program and analyzed from the behavioral point of view. 
Key words: GPS (Global Positioning System)， GIS (Geographical Information Systems)， behavioral 
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